
現
・
東
京
大
学
医
学
部
の
校
名
変
遷
経
緯
は
『
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
』
（
一
九
六
七
）
に
一
覧
表
と
し
て
挙
げ
て
あ
り
、
爾
来
多
く
の

方
点
が
本
表
を
典
拠
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
筆
者
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

た
だ
一
つ
だ
け
、
か
ね
が
ね
気
に
し
て
い
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
第
一
大
学
区
医
学
校
」
（
明
治
五
年
八
月
三
日
八
旧
暦
Ｖ
）
が
、
明

治
七
年
五
月
七
日
（
一
八
七
四
）
「
東
京
医
学
校
」
改
称
を
経
て
、
同
十
年
四
月
十
二
日
（
一
八
七
七
）
東
京
開
成
学
校
と
合
併
し
、
「
東
京
大

学
医
学
部
」
改
組
ま
で
の
間
の
校
名
の
件
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
明
治
五
年
八
月
二
日
「
学
制
」
が
制
定
さ
れ
、
全
国
を
八
大
学
区
に
分
け
、
う
ち
第
一
大
学
区
の
医
学
校
の
意
味
で
、
八
月
三
日

文
部
省
布
達
第
十
六
号
に
よ
り
「
東
校
」
を
「
第
一
大
学
区
医
学
校
」
と
改
称
し
た
（
『
文
部
省
布
達
全
書
』
明
治
五
年
、
『
文
部
省
日
誌
』
明

治
五
年
第
一
号
、
『
法
令
全
書
』
明
治
五
年
）
。
同
じ
く
「
南
校
」
も
「
第
一
大
学
区
第
一
番
中
学
」
と
な
る
。
こ
の
第
一
番
中
学
が
明
治
六
年

四
月
十
日
「
開
成
学
校
」
と
改
称
さ
れ
、
さ
ら
に
翌
年
五
月
七
日
「
東
京
開
成
学
校
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
明
治
六
年
四
月
十
七
日
付
「
各
大
学
区
公
私
学
校
名
称
番
号
而
已
チ
以
テ
唱
来
候
分
モ
有
之
処
自
今
校
名
睡
澤
弘
罐
誉
其
可
相
設
候
此

（
一
）

旨
相
達
候
也
」
と
の
文
部
省
布
達
（
第
四
八
号
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
公
」
を
仮
に
官
公
立
と
解
釈
を
拡
げ
れ
ば
、
上
述
明
治
七
年
の

「
開
成
学
校
」
の
改
称
等
も
こ
の
辺
を
ふ
ま
え
た
処
置
と
み
な
す
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
地
名
「
東
京
」
を
冠
せ
ら
れ
る
こ
と

「
第
一
大
学
区
東
京
医
学
校
」
な
る
校
名

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
五
巻
第
一
号

平
成
元
年
一
月
三
十
日
発
行小

関
恒
雄

昭
和
六
十
三
年
六
月
十
六
日
受
付
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切
事
件
』
な
ど
）
。

と
こ
ろ
で
、
肝
腎
の
文
部
省
が
、
こ
の
時
期
、
こ
の
医
学
校
を
正
式
に
ど
う
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
、
当
時
の
同
省
布

令
・
布
達
等
に
拠
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
具
体
的
に
は
『
文
部
省
布
達
全
書
』
な
ど
）
。
な
お
、
当
時
の
同
省
記
録
報
告
書
の
類
も
参
考
と
な
る

（
『
文
部
省
日
誌
』
『
文
部
省
雑
誌
』
『
文
部
省
報
告
』
な
ど
。
た
だ
し
、
後
年
編
纂
し
た
も
の
や
目
録
見
出
し
等
は
編
刊
年
次
に
注
意
す
べ
し
）
。

す
る
と
、
文
部
省
は
明
治
五
年
八
月
三
日
’
十
年
四
月
十
二
日
の
間
、
次
の
よ
う
に
呼
称
す
る
。
一
部
抄
出
す
る
と
、
明
六
・
四
・
一
七
、
九
．

一
五
「
第
一
大
学
区
東
京
医
学
校
」
（
『
法
令
全
書
』
）
、
五
・
三
○
「
第
一
大
学
区
医
学
校
」
（
『
文
部
省
報
告
）
』
、
八
・
五
、
八
・
一
三
「
東
京
医

学
校
」
（
『
公
文
録
』
）
、
八
・
二
五
、
一
○
・
二
、
二
・
三
一
「
東
京
医
学
校
」
（
『
文
部
省
報
告
』
）
、
明
七
・
一
・
二
○
、
一
・
二
五
「
第
一
大
学

区
東
京
医
学
校
」
（
『
文
部
省
布
達
全
書
』
『
文
部
省
年
報
』
）
、
四
・
一
二
「
東
京
医
学
校
」
（
『
文
部
省
報
告
』
）
、
明
八
・
三
・
二
七
、
四
・
五
、
明

九
・
一
○
・
一
二
「
第
一
大
学
区
東
京
医
学
校
」
（
『
文
部
省
報
告
』
）
等
奄

件
の
時
期
、
「
第
一
大
学
区
東
京
医
学
校
」
（
あ
る
い
は
「
東
京
医
学
校
」
）
と
管
轄
官
庁
た
る
文
部
省
が
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
つ
、

明
治
七
年
五
月
七
日
以
前
も
す
で
に
そ
う
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
医
学
校
側
は
明
治
五
年
八
月
以
降
「
第
一
大
学
区
医
学
校
」
と
、

同
七
年
五
月
以
降
「
東
京
医
学
校
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
一
貫
し
て
（
忠
実
に
？
）
名
乗
っ
て
い
る
（
『
公
文
録
』
『
文
部
省
往
復
』
『
外
国
教
師
一

と
な
る
。
こ
の
際
、
学
校
側
は
「
開
成
学
校
」
と
い
う
の
は
「
医
学
校
」
（
普
通
名
詞
）
と
は
翼
り
固
有
名
詞
で
あ
る
か
ら
、
地
名
学
区
の
別

は
不
要
で
あ
る
と
異
議
を
と
な
え
た
が
、
結
局
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
（
東
京
大
学
蔵
『
文
部
省
往
復
』
、
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』

一
九
三
二
、
『
東
京
大
学
百
年
史
』
資
料
一
、
一
九
八
四
よ
り
引
用
）
。
こ
の
五
月
七
日
、
同
時
に
「
第
一
大
学
区
医
学
校
」
も
「
東
京
医
学

（
一
一
）

校
」
と
改
称
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
同
上
書
）
。
す
な
わ
ち
「
其
校
名
自
今
東
京
医
学
校
ト
相
称
シ
諸
伺
届
等
一
一
至
ル
迄
学
区
ノ
別
記
載

（
一
二
）

二
不
及
候
此
旨
相
達
候
也
」
と
。

３

や
が
て
明
治
十
年
四
月
十
二
日
、
前
述
の
ご
と
く
文
部
省
布
達
第
二
号
に
よ
り
「
文
部
省
所
轄
東
京
開
成
学
校
東
京
医
学
校
ヲ
合
併
シ
東
京
８ （83）



大
学
ト
改
称
候
条
此
旨
布
達
候
事
」
と
布
達
せ
ら
れ
（
『
法
令
全
書
』
『
文
部
省
布
達
全
書
』
）
、
「
東
京
大
学
医
学
部
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
文
４８

中
、
「
東
京
医
学
校
」
と
（
い
つ
の
間
に
か
）
呼
ん
で
い
る
の
は
面
白
い
。

さ
き
ほ
ど
尼
大
な
『
東
京
大
学
百
年
史
』
が
完
結
し
た
が
、
本
書
で
も
前
述
の
ご
と
く
明
治
七
年
五
月
の
「
東
京
医
学
校
」
改
称
の
件
は

（
四
）

「
布
達
」
文
を
示
し
て
お
ら
ず
、
い
わ
ば
「
書
留
」
「
控
」
の
類
の
同
校
記
録
『
文
部
省
往
復
』
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

件
の
改
称
「
通
達
」
が
典
拠
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
で
は
な
ぜ
文
部
省
「
布
達
」
と
し
て
残
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う

か
。
単
な
る
記
載
収
録
漏
れ
で
あ
ろ
う
か
。
校
名
改
称
が
布
達
に
価
し
な
い
事
件
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
筆
者
が
言
い
た
い
の

は
、
所
轄
官
庁
た
る
文
部
省
が
、
明
治
七
年
五
月
七
日
以
前
に
「
東
京
医
学
校
」
な
い
し
「
第
一
大
学
区
東
京
医
学
校
」
と
「
布
達
」
等
に
呼

（
五
）

称
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
当
日
以
降
も
「
第
一
大
学
区
・
・
・
…
」
と
ま
ま
冠
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

以
上
、
当
時
の
法
令
等
の
実
情
に
暗
い
筆
者
の
単
な
る
勘
違
い
で
あ
ろ
う
か
。
大
方
の
御
教
示
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

注

（
一
）
「
当
〔
文
部
〕
省
定
額
金
ヲ
以
テ
設
立
シ
直
チ
’
一
管
轄
ス
ル
モ
ノ
」
（
明
治
七
年
八
月
文
部
省
布
達
第
三
一
号
）
。

（
一
己
『
法
規
分
類
大
全
』
（
ニ
ハ
巻
）
に
「
六
年
四
月
十
日
第
一
大
学
区
第
一
番
中
学
ヲ
東
京
開
成
学
校
卜
改
称
ス
蓋
是
時
医
学
校
モ
亦
東
京
ノ
字
ヲ
冠
シ

テ
称
ス
」
と
あ
る
が
、
前
段
が
間
違
い
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
後
段
の
類
推
も
し
た
が
っ
て
正
し
い
と
は
い
え
な
い
。

（
一
一
二
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
自
今
「
東
京
医
学
校
」
と
称
し
て
も
〃
よ
ろ
し
い
〃
と
も
と
れ
る
。
ち
な
象
に
こ
の
通
達
は
『
文
部
省
布
達
全
書
」
に

は
出
て
お
ら
ず
、
同
省
「
布
達
」
「
達
」
と
し
て
成
文
化
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
れ
ら
布
達
等
に
は
通
し
番
号
を
付
し
て
あ
る
か
ら
、
収
録
漏
れ
と

は
考
え
難
い
。

（
巴
当
該
文
書
は
「

（
吾
『
医
制
百
年
史
』

あ
る
。

「
文
部
省
達
」
の
「
写
」
で
あ
る
（
東
京
大
学
中
野
実
氏
教
示
）
。

」
資
料
編
（
一
九
七
六
）
に
、
第
一
大
学
区
医
学
校
は
東
京
医
学
校
と
改
称
し
「
大
学
区
か
ら
独
立
」
と
記
す
が
、
か
か
る
次
第
で

（
新
潟
大
学
医
学
部
）
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